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令
和
六
年
度
、
住
民
の

皆
さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
意
見

を
聞
き
、
策
定
作
業
を
し

て
い
る
「
第
七
次
塙
山
さ
ん

さ
ん
計
画
」
が
、
最
後
の
策

定
委
員
会
で
意
見
交
換
や

文
言
修
正
を
行
い
最
終
案

が
ま
と
ま
っ
た
。
今
後
、
編
集
作
業

を
進
め
、
新
年
度
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

全
世
帯
に
配
布
、
七
年
度
の
事
業
に

も
活
か
さ
れ
る
●
日
立
市
で
は
令
和

七
年
十
月
か
ら
市
報
の
月
一
回
発
行

が
決
定
し
、
二
回
分
の
情
報
が
掲
載

さ
れ
た
市
報
が
届
く
。
当
会
は
、
町

内
会
や
自
治
会
を
通
し
た
市
報
配
布

と
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
二
つ
の
方
法
で
全

戸
配
布
を
し
て
い
る
。
当
会
の
配
布

手
数
料
支
払
い
事
務
が
少
し
軽
減
さ

せ
る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
●
軽
減

さ
れ
る
こ
と
の
一
つ
に
、
令
和
七
年
秋

以
降
か
ら
、
再
生
資
源
の
用
具
出
し

当
番
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
用

具
の
配
置
と
撤
収
は
委
託
業
者
が
行

う
こ
と
に
な
る
。
当
番
表
の
作
成
な

ど
煩
わ
し
い
事
が
不
要
に
な
り
、
大

い
に
負
担
軽
減
に
な
る
。
た
だ
し
令

和
八
年
度
か
ら
は
再
生
資
源
回
収
報

奨
金
は
ゼ
ロ
に
な
る
が
●
少
子
高
齢

社
会
の
進
行
や
価
値
観
の
多
様
化
な

ど
で
、
当
会
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

や
参
画
意
識
も
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

活
動
の
負
担
を
減
ら
し
、
参
加
意
欲

を
高
め
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
が
今

の
と
こ
ろ
妙
案
は
な
い
。
会
議
の
回

数
を
極
端
に
減
ら
せ
ば
、
意
思
の
疎

通
が
図
れ
ず
、
中
身
の
濃
い
事
業
実

施
は
難
し
く
な
る
。
令
和
七
年
度
は

新
役
員
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。
知
恵
を

出
し
合
い
、
大
い
に
議
論
し
、
新
し
い

感
覚
で
塙
山
学
区
の
歴
史
が
創
ら
れ

て
い
く
も
の
と
期
待
し
、
エ
ー
ル
を
贈

る
。　
　
　
　
（
会
長　

西
村
ミ
チ
江
）

こ
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
欄
は
当
分
の

間
お
休
み
し
ま
す
。

長
い
間
、
お
付
き
合
い
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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令
和
七
年
度
総
会
に
向
け
、
よ
り
住
み
や
す
い
塙
山
を
目
指
し
て
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
計
画
に
つ
い
て
、
ご
意
見
が

あ
れ
ば
（
当
会
事
務
局
）
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
四
年
、
最
近
で
は
大
船
渡
市
の
山
林
火
災
な

ど
多
発
す
る
災
害
頻
発
時
代
。
三
月
八
日
（
土
）、
３
．
11
、
９
．
08
を
忘
れ
な
い
防
災
訓
練
で
研
修
会
を
実
施
、
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
の
命
を
守
り
、
災
害
に
備
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
続
け
ま
す
。

 

                         

・

 

　　・
　 ・⑴

塙
山
学
区
防
災
訓
練
（
10
／
４
㈯
）

⑵
３
・
11
、
９
・
08
を
忘
れ
な
い
防

　

災
訓
練
（
３
／
７
㈯
）

⑶⑷

　
　
　
　
　
　
　

●
生
活
支
援

⑴
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

⑵
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
の
利
用
促
進

●
見
守
り　

⑴
避
難
行
動
要
支
援
者
の
登
録

昨年の総会の様子

原子力広域避難マップを参考に

  
 

 

  
  

三
月
八
日
（
土
）
塙
山
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
令
和
六
年
度
「
３
．
11

東
日
本
大
震
災
、
９
．
08
豪
雨
災

害
を
忘
れ
な
い
防
災
訓
練
」
を
実
施
、

五
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

八
時
に
役
員
・
部
員
に
一
斉
メ
ー

ル
を
配
信
。
九
時
三
十
分
か
ら
の
防

災
研
修
会
で
は
、
市
防
災
対
策
課
主

幹
小
沢
康
平
さ
ん
を
講
師
に
テ
ー
マ

は
、「
災
害
へ
の
備
え
と
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
」。
災
害
の
特
徴
を
「
知
り
」

「
備
え
る
」「
行
動
す
る
」
こ
と
が
大
切
。

非
常
持
出
品
、
正
し
い
情
報
入
手
方

法
、
避
難
は
避
難
所
で
は
な
く
「
安

全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
」
な
ど

に
加
え
、
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
り

方
も
研
修
し
ま
し
た
。

防
災
講
演
会
で
は
、「
原
子
力
災
害

時
に
お
け
る
防
護
措
置
に
つ
い
て
」
市

原
子
力
安
全
対
策
課
長
飛
田
賀
光
さ

ん
を
講
師
に
、
東
海
原
子
力
災
害
発

生
時
に
と
る
べ
き
行
動
、
知
っ
て
お
く

べ
き
放
射
線
と
原
子
力
の
知
識
、
発

災
時
の
行
動
や
備
え
に
つ
い
て
も
、
分

か
り
や
す
い
解
説
を
聴
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

●
塙
山
ま
ち
づ
く
り
応
援
隊　

⑴
各
種
事
業
応
援

●
総　

務　

⑴
会
運
営
事
務

⑵
会
議
運
営
①
定
期
総
会
（
４
／
６

　

㈰
）②
幹
事
会（
５
月
、９
月
、３
月
）

　

③
企
画
会
議
（
毎
月
）
⑶
会
計
事

　

務
⑷
軽
ト
ラ
ッ
ク
貸
し
出
し

●
こ
ど
も
園
・
小
・
中
学
校
支
援
と
連
携

⑴
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
協
議
会

⑵
こ
ど
も
園
・
小
・
中
学
校
の
支
援

①
学
習
支
援
・
ク
ラ
ブ
活
動
・
書
写

　

指
導
・
読
み
聞
か
せ
・
学
校
内
環

　

境
整
備

①

　

　　⑵
救
命
講
習
新
規
受
講
者
増
員

●
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ　
　

⑴
ラ
ジ
オ
体
操
⑵
早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

⑶
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

●
生
涯
学
習　

⑴
子
育
て
マ
マ
楽
集
会
⑵
お
と
こ
塾

⑴
花
い
っ
ぱ
い
運
動
①
花
の
里
親

⑵
は
な
や
ま
環
境
美
化
月
間

①
ク
リ
ー
ン
塙
山
デ
ー
（
６
／
８
㈰
、

　

11
／
９
㈰
）

⑶
修
理
公
園
清
掃
①
一
斉
清
掃

⑷
道
路
の
里
親
活
動
①
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

　

通
り
・
塙
山
通
り
（
毎
月
第
２
㈬
）

⑸
さ
ん
さ
ん
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

⑹
第
７
次
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
配
布

●
広　

報

⑴
か
わ
ら
版
発
行

⑵
市
報
他
広
報
物
配
布
に
関
す
る
事
務

⑶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

⑷
ま
ち
の
コ
イ
ン
「
タ
ッ
チ
」
の
運
用

●
子
ど
も
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

⑴
は
な
や
ま
春
マ
ル
シ
ェ（
４
／
29
㈫
）

⑵
塙
山
さ
ん
さ
ん
秋
祭
り（
10
／
25
㈯
）

⑴
学
校・園
等
と
情
報
交
換
（
年
３
回
）

 

⑴
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
管
理

⑵
利
用
団
体
連
絡
会
総
会
及
び
調
整
会
議 

⑶
年
末
大
掃
除
（
12
／
14
㈰
）

⑷
お
も
ち
ゃ
の
病
院
（
毎
月
第
３
㈬
）

●
仲
間
づ
く
り　

⑴
高
齢
者
の
交
流
の
場
づ
く
り

●
そ
の
他
の
事
業　

⑴
塙
山
こ
ど
も
わ
く
わ
く
広
場
運
営

⑵
子
ど
も
食
堂
、
元
気
カ
フ
ェ
の
運
営

⑴
防
犯
環
境
の
整
備
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さ
ん
さ
ん
基
金

現
在
高　
　

  

二
、〇
二
七
、四
八
〇
円

４月の開花が楽しみです

ラグビー選手から指導を受ける児童

各コミュニティから活動のヒントを

人にやさしくと３年生へメッセージ

三
月
三
日
（
月
）、
令
和
六
年
度
第

三
回
塙
山
学
区
青
少
年
育
成
会
議
が

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
小

中
学
校
、
こ
ど
も
園
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青

少
年
育
成
団
体
代
表
十
九
名
が
出
席
、

子
ど
も
た
ち
の
近
況
に
つ
い
て
情
報

交
換
し
ま
し
た
。

小
中
学
校
か
ら
は
、
こ
の
一
年
間

の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
し
た
様
子
、
こ

ど
も
園
は
園
か
ら
の
連
絡
等
に
四
月

か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
が
本
格
導
入
さ

れ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
、
会
員
数

の
減
少
に
よ
る
役
員
選
出
の
難
し
さ

と
数
年
前
か
ら
課
題
と
さ
れ
て
い
る

登
校
時
の
立
哨
に
つ
い
て
話
が
あ
り

ま
し
た
。
地
域
で
も
引
き
続
き
子
ど

　

二
月
二
十
七
日
（
木
）、
三
年
生
の

社
会
科
の
時
間
に
、
地
域
の
偉
人｢

照
山
修
理｣

の
お
話
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

二
月
二
十
三
日
（
日
）、
日
立
市
青

二
月
二
十
日
（
木
）、
学
習
参
観
後
、

令
和
六
年
度
第
三
回
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
協
議
会
が
塙
山
小
で

開
催
さ
れ
、
委
員
九
名
が
出
席
、
児

童
の
様
子
と
第
二
回
学
校
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
保
護
者
か
ら
の
意

見
や
要
望
、
次
年
度
の
協
議
会
運
営

等
に
つ
い
て
学
校
か
ら
の
説
明
を
受

け
、
改
善
や
検
討
項
目
に
つ
い
て
、
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

学
習
参
観
で
は
、
ど
の
学
年
も
学

習
発
表
等
を
通
し
て
、
心
身
共
に
成

長
し
た
児
童
の
姿
が
見
ら
れ
、
学
年

の
ま
と
め
と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の

で
し
た
。

今
年
も
二
月
二
十
日
（
木
）、
塙
山

小
学
校
の
職
員
室
前
に
あ
る
、
塙
山

学
区
が
選
ん
だ
「
わ
が
ま
ち
の
桜
２
３

選
」
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
（
海
側
か
ら

二
本
目
）｝
を
は
じ
め
六
本
の
桜
に
肥

料
を
施
し
ま
し
た
。

木
の
幹
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

　

三
月
五
日
（
水
）
午
後
二
時
か
ら

金
沢
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、第
三
回
金
沢・

大
沼
・
塙
山
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
、

十
一
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

夏
祭
り
等
に
関
す
る
こ
と
（
開
催

時
期
、
内
容
、
工
夫
し
て
い
る
事
）、

自
警
団
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
交
通
安
全
母
の

塙
山
小
を
含
む
近
隣
小
学
校
の
一
・

二
年
生
三
十
人
で
行
っ
て
き
た
Ｈ
Ａ
Ｎ

二
月
十
五
日
（
土
）
令
和
七
年
度

の
塙
山
こ
ど
も
わ
く
わ
く
広
場
保
護

者
説
明
会
を
開
催
、
三
十
三
名
が
参

　

二
月
十
三
日
の
木
曜
サ
ロ
ン
は
、

フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
を
作
り
ま
し
た
。

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
用
の
パ
ン
に
い
ち

ご
ジ
ャ
ム
な
ど
を
塗
り
、
い
ち
ご
や
バ

ナ
ナ
を
の
せ
、
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を

か
け
て
巻
い
た
り
、
サ
ン
ド
し
た
り
と

思
い
思
い
に
作
り
、
お
い
し
い
と
喜
ば

れ
、
会
話
も
は
ず
み
、
楽
し
い
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

場
所
に
穴
を
掘
り
、
市
か
ら
支
給
さ

れ
た
樹
木
用
肥
料
と
腐
葉
土
を
施
肥
、

未
来
地
球
局
の
豊
田
弘
さ
ん
、
小
野

瀬
清
三
さ
ん
等
十
名
が
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
四
月
の
開
花
が
楽
し
み
で
す
。

三
月
六
日
（
木
）、
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

Ａ
ス
ポ
ラ
ン
ド
が
二
月
二
十
二
日（
土
）

に
最
終
回
を
迎
え
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
一
年
間
の
中
で
、
走

り
方
教
室
、
水
泳
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

ラ
グ
ビ
ー
、ド
ッ
チ
ビ
ー
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
種
目
に
挑
戦
、
年
二
回
、

五
〇
ｍ
走
、立
ち
幅
跳
び
、ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
の
計
測
を
行
い
、
運
動
能
力
の

向
上
を
感
じ
ま
し
た
。

最
終
日
は
日
立
製
作
所
ラ
グ
ビ
ー

部
「
サ
ン
ネ
ク
サ
ス
」
の
選
手
た
ち
に

ラ
グ
ビ
ー
を
教
わ
り
、
閉
講
式
で
は
三

名
の
皆
勤
賞
と
六
名
の
が
ん
ば
っ
た
で

賞
（
一
日
欠
席
）
を
表
彰
、
修
了
証
と

参
加
賞
が
西
村
和
文
代
表
理
事
か
ら

全
員
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

話
し
手
は
当
会
の
伊
藤
智
毅
副
会

長
。
今
か
ら
三
八
五
年
前
に
金
沢
村
の

庄
屋
で
あ
っ
た
修
理
が
、
貧
し
い
村
人

の
た
め
に
検
地
を
や
り
直
し
て
ほ
し
い

と
水
戸
藩
に
直
訴
し
た
こ
と
で
、
修

理
本
人
と
弟
の
主
税
、
長
男
新
次
郎

の
三
人
が
処
刑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
話
に
三
年
生
は
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
話
の
最
後
に
は
、
自
分

の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
周
り
に

い
る
い
ろ
ん
な
人
の
こ
と
も
考
え
て
人

に
や
さ
し
く
し
て
ほ
し
い
。
と
三
年
生

へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
ま
し
た
。

タ
ー
多
用
途
ホ
ー
ル
で
「
ま
ち
の
コ

イ
ン
タ
ッ
チ
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４
」
が

行
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
四
団
体
）、

一
般
ス
ポ
ッ
ト
（
六
か
所
）、ユ
ー
ザ
ー

（
二
人
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

当
会
も
「
若
者
い
っ
ぱ
い
賞
」
を

受
賞
。『
塙
山
学
区
』
に
タ
ッ
チ
し
た

三
十
五
歳
以
下
の
人
た
ち
が
一
番
多

か
っ
た
こ
と
が
受
賞
の
理
由
と
か
。
特

別
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、
日
々

の
活
動
の
中
で
楽
し
み
な
が
ら
無
理

な
く
「
タ
ッ
チ
」
を
活
用
し
て
き
ま
し

た
が
、
塙
山
の
活
動
の
認
知
度
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
一
般
ス
ポ
ッ
ト
部
門
か
ら
、

塙
山
学
区
の
花
工
房
あ
じ
ま
「
ハ
イ

会
）
と
の
活
動
関
係
、
学
校
運
営
協

議
会
と
地
域
学
校
協
働
活
動
、
民
生

委
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
係
（
あ

ん
し
ん
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
）、

地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
取
り
組
み
と
今
後

の
計
画
）
な
ど
に
つ
い
て
、
テ
ー
マ
毎

に
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
報
告
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
活
動
す
る

人
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
地
域
の
状

況
に
合
わ
せ
、
悩
み
な
が
ら
も
、
工

夫
を
し
な
が
ら
様
々
な
活
動
を
進
め

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
三
つ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
は
、
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
が
あ
り
、
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
も

ら
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
な
り
ま
し
た
。

加
し
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
広
場
の
運
営
や
連
絡
帳

の
活
用
、
約
束
事
項
の
説
明
の
他
、
保

護
者
に
は
運
営
委
員
や
年
末
清
掃
の

協
力
依
頼
も
し
ま
し
た
。

少
年
育
成
推
進
会
議
主
催
の
「
令
和

六
年
度
青
少
年
育
成
の
た
め
の
市
民

の
集
い
」
が
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
塙
山
小
か
ら
三
名
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
時
の

　

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
標
語

最
優
秀
賞　

六
年　

須
藤
翔
太
さ
ん

■
家
庭
の
日
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門

優
秀
賞　

三
年　

髙
瀨
い
ち
の
さ
ん

優
良
賞　

三
年　

西
山
大
智
さ
ん

タ
ッ
チ
賞
」、

フ
ロ
ー
ラ

塙
山
「
う

れ
し
い
ギ

フ
ト
賞
」

を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。


